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ン
を
見
直
し
、
市
外
か
ら
の
参
加

者
を
促
進
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
意
識
し
た
大
会
と

し
ま
す
。

●
効
率
的
で
便
利
な
ま
ち
「
ス

マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」

　

市
民
総
合
窓
口
の
設
置
と
窓
口

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外

部
委
託
）
を
１
月
か
ら
段
階
的
に

導
入
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
効
果
性
・
効
率
性
を
追
求
す
る

事
務
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
歳
入
確
保

や
、
公
共
施
設
の
再
配
置
を
進

め
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
と

し
て
商
工
業
の
発
展
を
支
援
す
る

べ
く
、
産
業
用
地
の
整
備
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本

市
へ
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
大
阪
南
部
高
速
道
路
（
大

南
高
）
や
堺
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
よ
り
よ
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
新
年

を
迎
え
る
中
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
は
日
ご
ろ
か
ら
多
く
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
長
に
就
任
し
て
４
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
新
た
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
明
る
い
話
題
と

し
て
、
観
心
寺
と
金
剛
寺
を
軸
と

し
た
「
中
世
に
出
逢
え
る
ま
ち
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
金
剛
寺
、

市長 島田智明

年頭のご挨拶

南花台モビリティ「クルクル」の出発式にて

し
ま
す
。

　

転
入
を
促
進
す
る
事
業
と
し

て
、
親
子
近
居
同
居
促
進
マ
イ

ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度
に
代
わ

り
、
内
容
を
充
実
し
た
新
た
な
制

度
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
の
指
導
で
英
語
を
習
得
で
き

る
場
を
定
期
的
に
設
け
、
英
語
村

構
想
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
で
訪
れ
る
ま
ち
「
ス
マ
ー

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

　
昨
年
認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
を

最
大
限
活
用
す
る
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
日
本
遺
産

「
女に

ょ

人に
ん

高こ
う

野や

」
の
認
定
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
、
57
市
区
町
村
が
参

加
す
る
「
楠な

ん

公こ
う

さ
ん
」
大
河
ド
ラ

マ
誘
致
協
議
会
で
機
運
を
高
め
、

楠く
す

木の
き

正ま
さ

成し
げ

・
正ま

さ

行つ
ら

親
子
を
描
く
大

河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
推
進
し
、
観

光
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
の
駅
「
奥
河
内
く

ろ
ま
ろ
の
郷
」の「
重
点
道
の
駅
」

登
録
に
向
け
て
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

開
設
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
と
し

た
機
能
強
化
、
学
問
に
長
け
た
高た

か

向む
こ
の

玄く
ろ

理ま
ろ

に
あ
や
か
っ
た
願
い
札

を
掛
け
る
場
所
の
設
置
な
ど
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
毎
年
２
月
に
実
施
し

て
い
た
河
内
長
野
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

摩ま

尼に

院い
ん

の
建
造
物
群
が
新
た
に
国

の
重
要
文
化
財
の
答
申
を
受
け
る

な
ど
、
本
市
の
豊
か
な
歴
史
文
化

遺
産
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対

応
し
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
近
年
全
国
で
被
害

が
甚
大
化
し
て
い
る
土
砂
災
害
や

浸
水
被
害
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
訂
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
と
高
齢
者
の
外
出
支
援
を

目
的
と
し
た
「
お
出
か
け
チ
ケ
ッ

ト
」
の
拡
充
な
ど
、
必
要
性
の
高

い
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
を
め
ざ
し
た
「
こ
ど
も
え
い
ご

村
」
や
「
英
語
村
フ
ェ
ス
タ
」
の

特
に
、少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、

子
育
て
支
援
の
充
実
・
魅
力
あ
る

教
育
環
境
に
努
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
年
の
始
ま
り
に
あ

た
り
、
今
年
の
主
な
取
り
組
み
を

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
３
つ
の

柱
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

●
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
ス

マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」

　
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
す
る
と
と
も

に
、
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
保
健
医
療
機
能
の
集
約
を

行
い
、
健
康
医
療
拠
点
を
形
成
し

な
が
ら
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
府
が
展
開
す
る
健

活
マ
イ
レ
ー
ジ
「
ア
ス
マ
イ
ル
」

に
本
市
独
自
で
ポ
イ
ン
ト
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
健
康
増
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
後
期
高

齢
者
向
け
に
運
転
免
許
証
自
主
返

納
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
同
時
に
、南
花
台
地
区
で
は
、

昨
年
、
Ａ
Ｉ
予
約
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
住
民
主
体
の
移
動
支
援
（
上

写
真
）
が
始
ま
り
、
今
年
は
自
動

運
転
の
実
証
実
験
に
着
手
す
る
な

ど
、
他
地
区
に
も
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
移
動
支
援
モ
デ
ル
を
構
築

開
催
、
中
学
３
年
生
の
英
検
受
験

の
補
助
、
中
学
校
に
続
い
て
小
学

校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
整

備
な
ど
、
教
育
環
境
を
充
実
す
る

施
策
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
市
の
組
織
機
構
に
つ

い
て
、
課
題
へ
の
対
応
と
施
策
の

推
進
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
再
編

を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
関
係
課

を
庁
舎
１
階
に
集
約
す
る
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

●
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を

　
本
年
も
引
き
続
き
、
人
々
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
資
源
を
活
か
し
て
工
夫
を

重
ね
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
高
齢
化
率
が
35
％
を

超
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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西玄関

▲
南玄関

東玄関

市民ホール

生
活
福
祉
課

障
が
い
福
祉
課

保険年金課

介護保険課

高齢福祉課

子ども子育て課

会計課

食堂

中庭

総務課
（別室）

市民窓口課

従来からの手続き
住民票、印鑑証明、戸籍証明等各種諸証明の発行

転入・転出・住所変更手続き、戸籍届出
パスポートの申請・交付

マイナンバーカードの交付
し尿汲み取り券の販売

新たに可能となる手続き
ごみシール（家庭用・事業用）の販売

飼犬登録、狂犬病予防接種済票の交付

原付等の登録・廃車、
軽自動車税（種別割）の減免申請

所得証明、納税証明、固定資産評価・公課証明、
名寄帳兼課税台帳、住宅用家屋証明の発行

市刊行物・白地図などの販売

国民年金の手続き・相談※令和２年４月～。

特 

集
　
　
市
民
総
合
窓
口
が
始
ま
る

利
用
頻
度
が
高
い
窓
口
手
続
き
を
集
約
し
、
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
１
月
14
日
か
ら
市
役
所
１
階
に
「
市
民
総
合

窓
口
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
導

入
し
、
窓
口
案
内
の
充
実
と
円
滑
化
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
政
策
企
画
課

●
１
階
で
の
手
続
き
を
拡
大

　
証
明
書
の
発
行
や
転
入
・
転
出

な
ど
、
市
民
窓
口
課
で
行
っ
て
い

る
手
続
き
に
加
え
、
税
証
明
の
発

行
や
ご
み
シ
ー
ル
の
販
売
な
ど
、こ

れ
ま
で
他
の
フ
ロ
ア
で
行
っ
て
い

た
手
続
き
が
、「
市
民
総
合
窓
口
」

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
来
庁
者
が
可
能
な
限
り
移
動
せ

ず
市
役
所
の
手
続
き
を
行
え
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

●
窓
口
を
増
設

　
目
的
別
に
窓
口
を
増
設
し
、
窓

口
業
務
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
増
員

す
る
こ
と
で
、
迅
速
で
丁
寧
な
窓

　
市
民
総
合
窓
口
の
設
置
に
合
わ

せ
て
わ
か
り
や
す
い
窓
口
環
境
を

整
備
し
ま
す
。
整
備
に
は
地
元
産

木
材
で
あ
る「
お
お
さ
か
河
内
材
」

を
主
に
使
用
し
、
同
材
の
利
用
促

進
や
、
森
林
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
木
の
温
も
り
が
あ

る
空
間
に
改
修
し
ま
す
。

※
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
修
は
、
令
和

２
年
１
月
か
ら
３
月
に
行
い
ま
す

▽
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
全

国
の
み
な
さ
ま
か
ら
「
豊
か
な
森

林
づ
く
り
基
金
」
に
頂
い
た
寄
附

や
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に

実
施
し
ま
す
。

●
窓
口
サ
イ
ン
の
整
備

　
総
合
窓
口
化
に
対
応
し
た
表
記

と
し
、
柱
部
分
に
も
分
か
り
や
す

い
サ
イ
ン
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

●
カ
ウ
ン
タ
ー
の
木
質
化

　
市
役
所
１
階
の
窓
口
の
カ
ウ
ン

タ
ー
の
一
部
に
お
お
さ
か
河
内
材

を
使
用
し
ま
す
。

●
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
整
備

　
市
民
ホ
ー
ル
に
新
た
に
「
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
今
回
の
市
民
総
合
窓
口
を
含
め
て

各
課
の
窓
口
業
務
な
ど
を
事
業
者
に

委
託
す
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
導

入
し
ま
す
。
専
門
分
野
に
特
化
し
た

人
材
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
で
よ
り
細
か
な
窓
口
対
応
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
や

人
件
費
の
削
減
な
ど
の
経
費
削
減
の

効
果
も
期
待
で
き
、
今
後
も
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
対
象
業
務

　

市
民
総
合
窓
口
（
市
民
窓
口
課
他
）、

保
険
年
金
課
、介
護
保
険
課
、子
ど
も

子
育
て
課
の
業
務
の
う
ち
、
定
型
的

な
窓
口
業
務
と
内
部
事
務
業
務

●
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
２
年
２
月　
市
民
総
合
窓
口
関

連
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
開
始

令
和
２
年
４
月　
介
護
保
険
課
・
子

ど
も
子
育
て
課
関
連
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
開
始

令
和
３
年
３
月　
保
険
年
金
課
関
連

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
開
始

●
パ
ー
ソ
ル
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
株
式

会
社
が
受
託

　
事
業
者
の
選
考
を
行
っ
た
結
果
、

パ
ー
ソ
ル
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
株
式
会

社
が
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

口
案
内
を
行
い
ま
す
。

●
「
ご
遺
族
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を

設
置
（
令
和
２
年
２
月
～
）

　
専
用
窓
口
を
設
置
し
、
必
要
な

手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

●
券
売
機
を
導
入

　
窓
口
で
行
っ
て
い
た
手
数
料
支

払
い
を
、
円
滑
に
手
続
き
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
事
前
に
支
払
え

る
券
売
機
を
設
置
し
ま
す
。

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
２
年
１
月　

市
民
総
合
窓
口
の
試
行
開
始

令
和
２
年
４
月　

市
民
総
合
窓
口
の
本
格
実
施

ご遺族サポート窓口の設置
（令和２年 2 月～）
身近な人が亡くなった時に行
う手続きについて、専用窓口
で案内します。必要な手続き
を少しでも負担なく行えるよ
うサポートします。1F

市民ホールに情報コーナーを設置
現在、情報センターで実施している市
政情報の閲覧などについて、市民がよ
り開かれた形で、市政情報にふれられ
る環境を整備します。現在情報センタ
ーに設置しているコピー機も情報コー
ナーに移動します。

券売機

従来の窓口
※従来の窓口での受付
はできなくなりますの
で、ご注意ください。

４階 環境衛生課

４階 環境政策課

２階 税務課

２階 税務課

１階 情報センター

１階 保険年金課

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。

情報コーナー
市民総合窓口

特 集 市民総合窓口が始まる
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年始の業務案内
市役所は１月６日㈪から

　
市
役
所
本
庁
は
６
日
㈪
か
ら
平
常
ど
お
り

業
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
出
生
・
死
亡
・

婚
姻
な
ど
戸
籍
の
届
出
は
当
直
員
室
で
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
そ
の
他
の
主
な
施
設
業
務

に
つ
い
て
は
本
紙
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
・
し
尿

　
１
月
１
日
か
ら
３
日
の
間
は
ご
み
の
収
集
、

し
尿
く
み
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
み
の
収

集
は
４
日
㈯
か
ら
、
し
尿
汲
み
取
り
は
６
日

㈪（
一
部
は
４
日
㈯
）か
ら
行
い
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

●
水
道

　
給
水
装
置
な
ど
の
修
繕
受
付
は
無
休
で
行

い
ま
す
。

�
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
（
☎
53
・
６
６
２
１
）

絵
本
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
よ
！

　
コ
ノ
ミ
ヤ
南
花
台
店
２
階
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
子
育
て
家
族
の
た
め

の
憩
い
の
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

対
象　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
▽
兄
姉

同
伴
は
小
学
２
年
生
ま
で

時
間　
毎
月
第
１・第
３
月
曜
日
と
第
２・

第
４
木
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
時
間
中
に
直
接
会
場
へ
▽
テ
ラ
ス
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
市
内
在
住
で
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
）
を
募
集
中
▽
詳
細
は
左
記
へ
。

�
南
花
台
ま
ち
づ
く
り
会
子
育
て
支
援

部
の
山
本
さ
ん
（
☎
62
・
６
７
８
２
）

資源となる
ごみの持ち込みについて

　
次
の
ご
み
は
、
資
源
選
別
作
業
所
（
上

原
西
町
２
ー
18
）へ
持
ち
込
み
が
可
能
で

す
（
❶
～
❸
は
家
庭
で
使
用
し
て
い
た
も

の
に
限
る
）。

❶
電
子
レ
ン
ジ
・
掃
除
機
・
ス
ト
ー
ブ

な
ど
一
部
の
粗
大
ご
み
（
粗
大
ご
み
シ

ー
ル
の
貼
付
が
必
要
）

❷
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
な
ど
の
小
型

家
電

❸
陶
磁
器
製
・
ガ
ラ
ス
製
食
器
（
汚
れ

を
落
と
し
て
か
ら
）

●
か
ん・ビ
ン
・
小
型
金
属・
古
紙・
古
布

回
収
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
後
１
時
～
３
時

※
持
ち
込
み
で
き
る
粗
大
ご
み
に
つ
い

て
は
種
類
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▽
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課もったいない市を開催

回収した食器を集めて「食器市」を
開催します。気に入った食器があれ
ば、無料でお持ち帰りいただけます。
とき　１月23日㈭午前10時～午後１時
ところ　市役所
�環境衛生課

子育ての楽しみを地域に
南花台まちづくり会 子育て支援部　山本淑子さん
　南花台では、南花台地区 3 丁目福祉委員会
と南花台福祉委員会の努力で、15 年以上、
地域の人と子育て世代が交流できる身近な

「子育てサロン」が続けられています。
　5 年前から始まった南花台スマートエイ
ジング・シティ団地再生モデル事業にとも
ない、あいっくの保育士さんや関西大学
の若者たちのサポートも受けながら、地域の仲間たちと
一緒に、ママの仲間づくりや悩み解消など、地域で子育
てを支え合う仕組みづくりの検討を重ねてきました。
　そんな試行錯誤の中から、コノミヤの協力や南花台ま
ちづくり会での補助金採択が生まれ、今回みんなの念願
だった拠点（コノミヤテラス・黄色の部屋）での「ふれ
あいテラス」の開催につながりました。
　ここは有志で集めたおもちゃやボールプール、絵本な
どがあり、授乳や飲食もできますし、南花台に住んでい
なくても利用できます。利用した方からは「広くてハイ
ハイできる」、「お弁当を持ち込める」、「買い物もできて便

利」と大好評でとてもうれしく
思います。また、地域で子育
てを支え合うファミリー・サ
ポート・センターの活動場所
に使うなど、有効利用の方法
を考えています。

コノミヤ
南花台店２階に

OPEN!

大人
気

です！

市職員（土木・建築）募集
職
種
・
受
験
資
格　
左
表
の
と
お
り

採
用
予
定
日　
令
和
２
年
４
月
１
日

募
集
案
内
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
人
事
課
と
情
報
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
）

申
込　
１
月
15
日
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
令
和

元
年
度
市
職
員
採
用（
冬
）試
験（
令
和
２
年
度
採
用
予
定
）」

の「
受
験
申
込
」
か
ら
入
力
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
本

人
自
筆
）
に
写
真
を
貼
付
し
て
郵
送
（
１
月
12
日
ま
で
の

消
印
有
効
）
か
持
参
（
１
月
15
日
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

で
左
記
へ

�
人
事
課

●一般職員採用
職種 区分 受験資格 募集人数

技
術
職
員

土
木上級

平成２年４月２日～平成 10 年４月１日までに生まれ
た人で、土木に関する専門課程を修了した人または令
和２年３月末までに修了見込みの人

２人
程度
※

建
築上級

平成２年４月２日～平成 10 年４月１日までに生まれ
た人で、建築に関する専門課程を修了した人または令
和２年３月末までに修了見込みの人

１人
程度
※

●副主査級職員採用（経験者）
職種 区分 受験資格 募集人数

技
術
職
員

土
木 上級

昭和 59 年４月２日～平成２年４月１日までに生まれた人
で、土木に関する専門課程を修了し、かつ３年以上（令和
２年１月15 日時点）の土木に関する実務経験を有する人

２人
程度
※

建
築 上級

昭和 59 年４月２日～平成２年４月１日までに生まれた人
で、建築に関する専門課程を修了し、かつ３年以上（令和
２年１月15 日時点）の建築に関する実務経験を有する人

１人
程度
※

※募集人数は一般職員採用と副主査級職員採用を合わせたものとなります。
※区分の「上級」は大学卒業程度の基礎能力を問う試験となります。

ふれあいテラスが
リニューアル
OPEN

子育て
家族の憩いの場
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人　

権

 
あ
ご
ら
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

●
映
画
「
終
わ
っ
た
人
」

　
定
年
退
職
し
た
夫（
舘
ひ
ろ
し
）

と
妻
（
黒
木
瞳
）
の
関
係
を
ハ
ー

ト
フ
ル
に
描
い
た
コ
メ
デ
ィ
で
す
。

と
き　
１
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

※
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
▽
先
着

順
▽
申
込
は
１
月
９
日
か
ら
電
話

で
左
記
へ
）。

�
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
・
０
０
０
３
）

北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
を
考
え
よ
う

●
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」・
拉
致
被
害

者
家
族
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
上
映

と
き　
１
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大

阪
市
中
央
区
）

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
府
人
権
企
画
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
０
）

共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

●
講
演
会「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、子

ど
も
が
変
わ
る
」

と
き　
１
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

※
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
申
込
は
１
月
17
日

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
）。

�
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

高
齢
者

寝
た
き
り
予
防
・

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

●
介
護
予
防
教
室

と
き　
１
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

内
容　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
や

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の
お
話
、体
操

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
4
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
老
人
保
健
施
設
あ
か
し
あ

（
☎
56
・
８
５
０
０
）

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

脳
の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　
１
月
21
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
４
時（
相
談
は
１
人
45
分
間
）

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

申
込　
１
月
17
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
０
１
８
０
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

対
象　
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
資
格

が
あ
る
人

と
き　
２
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　
60
人
（
抽
選
）

申
込　
１
月
７
日
～
31
日
に
直
接

左
記
へ
（
電
話
不
可
）

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

介
護
の
知
恵
袋
ミ
ニ

●
補
聴
器
に
つ
い
て
の
お
話

対
象　
高
齢
者
の
家
族

と
き　
１
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
ア
ッ
プ
ル
ハ
ウ
ス
（
北

青
葉
台
）

※
お
話
の
後
は
交
流
会
も
開
催
▽

飲
食
代
は
実
費
。

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

暮
ら
し

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

と
き　
１
月
９
日
㈭
午
後
６
時
～

終
日

�
市
民
窓
口
課

住
民
票
に
旧
姓
が
併
記
で
き
ま
す

　
住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
に
旧
姓
を
併
記
で
き
ま
す

（
印
鑑
証
明
書
は
１
月
10
日
か
ら
）。

希
望
者
は
戸
籍
謄
本
な
ど
必
要
書

類
を
揃
え
て
請
求
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
総
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
の

受
付
が
終
了

　
親
子
近
居
同
居
促
進
マ
イ
ホ
ー

ム
取
得
補
助
制
度
の
受
付
が
今
年

度
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
申
請
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、

必
要
書
類
を
準
備
の
上
、
必
ず
受

付
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�
都
市
計
画
課

水
道
水
を
長
時
間

使
わ
な
か
っ
た
と
き
は

　
水
道
水
は
塩
素
で
消
毒
し
て
い

ま
す
が
、
長
く
水
を
使
わ
な
い
と
、

給
水
管
に
水
が
滞
留
し
消
毒
効
果

が
薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て

い
る
場
合
、
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら

　環境への関心を高めてもらおうと、河川を美しくする市
民の会と市自然環境保護協議会が毎年開催している同コン
クール。今年は 5954 点の応募があり、下記の 3 名を含む
50 名が入賞されました。
※入賞者の氏名は市ホームページに掲載しています▷入賞
作品は 3 月中旬に市役所で展示します。

�環境政策課
最優秀賞　冨

ふ

家
け

明
あ

歌
か

音
ね

さん（千代田中 3 年）
河川を美しくする市民の会会長賞　前

ま え

原
は ら

日
ひ

菜
な の

さん（高向小 6 年）
市自然環境保護協議会会長賞　大

お お

槻
つ き

乙
お と

葉
は

さん（千代田小2年）

入賞
おめでとう

◉廃食用油の回収
ところ 1月 ２月 ３月

千代田公民館 ６日 10日 ９日
南花台公民館 16日 20日 19日
高向公民館 15日 ー 18日
加賀田公民館 ー 14日 ー
三日市公民館 ー 28日 ー
くすのかホール 27日 ー 23日
あやたホール ー 25日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しな
いでください。
★家庭から出される食用油のみを回収しています。

◉廃食用油回収協力店
店舗名 所在地 回収日 回収時間

加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時30分
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時

鉛
が
水
に
溶
け
出
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
通
常
の
使
用
で

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間

使
用
し
な
か
っ
た
水
道
水
を
使
う

場
合
は
、
念
の
た
め
最
初
に
バ
ケ

ツ
１
杯
程
度
の
水
を
、
飲
み
水
以

外
の
用
途
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

�
水
道
課

 

▲最優秀賞（冨家さんの作品）

南花台モビリティ
「クルクル」が出発

12 月７日、コノミヤ南花台店で、南花台モビリティ「クルクル」
の出発式が開催されました。当日は、国・府、南花台自治協議会、
社会福祉協議会、コノミヤ、NTT ドコモ、関西電力などの代表者
が出席し、運行開始を祝いました。また、式典後は電動カートの
試乗、利用登録会などが行われ、たくさんの人でにぎわいました。
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事
業
所

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

車
内
有
料
広
告
を
募
集

料
金　
月
４
０
０
０
円
（
税
抜
）

サ
イ
ズ　
Ｂ
３
横

掲
出
場
所　
窓
上
、
中
吊
、
運
転

席
背
面

掲
載
期
間　
１
か
月
、３
か
月
、６

か
月
（
延
長
可
能
）

※
掲
載
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
▽

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

市
役
所
、
キ
ッ
ク
ス
、
ラ
ブ
リ
ー

ホ
ー
ル
な
ど
の
市
内
公
共
施
設
を

ま
わ
り
、
多
い
月
に
は
約
６
０
０

０
人
が
乗
車
し
ま
す
。

�
都
市
計
画
課

事
業
承
継
は
お
早
め
に

●
市
商
工
会
が
全
力
で
応
援

　
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
み
な

さ
ん
、
後
継
者
の
育
成
と
事
業
承

継
は
５
～
10
年
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
準
備
や

計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
市
商
工
会
で
は
、
府
事
業
承
継

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
各
種
専
門
家
と

連
携
し
た
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
市
商
工
会
（
☎
53
・
９
９
０
０
）

融
資
利
子
補
給
制
度
の
ご
利
用
を

●
市
内
の
事
業
者
を
応
援

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年

12
月
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

新
創
業
融
資
制
度
の
適
用
を
受
け
、

新
規
開
業
資
金
な
ど
の
融
資
を
受

け
た
市
内
事
業
者
に
、
支
払
い
利

息
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
年
５
万
円
を
上
限
と
し
て
３
年

間
▽
条
件
な
ど
の
詳
細
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▽
１
月

末
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

�
産
業
観
光
課

市
内
の
事
業
所
が

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
時
は

　
市
内
に
あ
る
事
業
所
が
、
社
員

な
ど
の
親
睦
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ

行
事
を
行
う
場
合
は
、
次
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
一
般
よ
り
早
く
予
約

で
き
ま
す
。

対
象　
従
業
員
50
人
以
上
で
市
内

に
所
在
す
る
事
業
所

上
限
回
数　
年
１
回

施
設　
赤
峰
市
民
広
場
、
下
里
総

合
運
動
場
、大
師
総
合
運
動
場
、寺

ケ
池
公
園
野
球
場

地区 氏　名 地区 氏　名

天　
野　
・　

 

小　
山　
田

高岡　信二 美　
加　
の　
台

藤縄　美子
小室　克己 大谷 裕美子
松山　俊昭 浅岡 千惠子
藤澤 ひろみ 吉田　妙子

地区 氏　名 半田 美惠子 城田　昭

長　
野

川﨑　良子 山本 きみ代 山本　伸
村上 由紀子 山田　啓子

加　
賀　
田

森　忠弘
辻本　亨 田中　忠廣 濱田　光國

船井　克容 𣳾中　利郎 中西　和美
矢野　孝司 若松　昭次 大給　龍夫
坪佐　勝 長井　雅敏 米谷　正枝

市塲 香世子 久成 比呂史 上山　和枝
堀野　恭子 加川 みゆき 西　功
箕浦　穂積 奥開　康司 西口　謙枝
葊田　勝治 洞渕　元秀 沢尻　昭子
服部　成江 脇山　良規 上之坊 富子
大北　豊

三　
日　
市

寺前　公雄 森本　容子
北野　末雄 石橋 早奈美 横山　和子
吉田 可奈子 柴野　健悦 岡　久美子
向井　順子 西浦 眞由美 久下　憲一
土井　勝廣 田中　文明 福士　哲弥
南光　淳𠮷 谷川　淳子

南　
花　
台

山上　裕子
井谷　妙子 増田　勝紀 新子谷 笑子
島田　文雄 小林　昌二 喜田　満子
椋本　浩一 戸川　愽史 青山　ルミ
新谷　清美 古川　守 内海 多英子
中野 けい子 山﨑　進 伊藤　幾惟
淺井　葊美 山﨑　純子 中嶋 美智代
川見　夏子 西谷 真由美 曽我部 敬子

千　
代　
田　
西

藤本　富男 河﨑　和子 北山　京子
池尻　芳男 峯　加津子 白濱 加代子
村田　洋三 小牧　克己 山本 みどり
山原 千枝子 大和 裕見子

川　
上

吉岡　和子
寶上　善昭 佐々木百合子 千田　利勝
白藤　照子 𠮷川　宏美 田所　誠二
西本　和子 南口　貞夫 河野　幸子
東　 美子 遠  岩三郎 澤山　法子
浦尾　澄子

高　
向

西　節子 芝本　保美
新保　博 垣内　正子 河合 二三子

井原　恵子 天川 けい子 田中　伸和
加藤　佳子 辻　泰子 井之本　昇
工藤　兼弘 川岸　康𣳾 田中　公子
野村　榮一 山中　和子 北谷　育子

千　
代　
田　
東

八木　敏江 尾方　淳治 森本　芳栄
東尾　祥代 北谷 千鶴子

主　
任　
児　
童　
委　
員

辻野　晶子
津留　秀明 仲舟井まり子 目良 香代子
室谷　一男 坂部 眞留美 東尾　俊子
辻　成喜 西村　正子 西村 佐江子

長谷川多恵子 久保　立子 関　正子
安本　修 向井 富美子 大原　栄子

中林　澄子

天　
見

東　榮子 三浦　昭子
出木野 康幸 葊畑　久子 中村　正博
庵ノ前 博文 坂元　美紀 上尾　晶子
奥 　貴子 小西　和子 安竹　まき
嘉名　真世 西尾　元秀 上田 雄三郎
太田　春美 的場 眞弓子 山本　淑子
大谷　邦康 藪本 八智代 安田　宗義

申
込　
使
用
日
の
３
か
月
前
ま
で

に
左
記
へ
持
参
（
電
話
不
可
）

※
令
和
２
年
度
利
用
分
は
１
月
22

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
▽
４
月
分

は
１
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

�
市
民
総
合
体
育
館

（
☎
65
・
０
１
２
１
）

ごみシール・し尿くみ取り券販売店一覧
店名 住所 電話番号 ごみ

シール
し尿くみ
取り券

たぬきや 桐ケ丘15-10 55-1723 ●
アルム あかしあ台1丁目8-25 ― ●
植田酒食品店 松ケ丘西町1180 53-1401 ●
JA大阪南千代田支店 木戸1丁目6-44 53-2308 ●
山岡酒店 市町1054-5 55-1238 ● ●
かわちや酒店 向野町679 56-2121 ●
ファミリーマート河内長野向野店 向野町751 50-0066 ●
大北本店　荘園店 荘園町8-10 53-5901 ●
ローソン河内長野昭栄町店 昭栄町15-21 53-1231 ●
JA大阪南河内長野支店 本多町4-8 53-3085 ●
長野台薬局 緑ケ丘中町8-23 54-1778 ●
石橋たばこ店 長野町2-2 52-6247 ●
谷商店 本町29-20 56-0735 ●
北浦たばこ店 上原町299-1 55-0017 ● ●
ローソン河内長野高向店 高向470-1 52-0688 ● ●
松下商店 高向167-3 52-3201 ● ●
JA大阪南高向支店 高向486-1 53-2731 ●
井上たばこ店 高向910 53-7575 ● ●
JA大阪南三日市支店 三日市町252 63-2226 ●
髙岸商店 三日市町56-16 62-2605 ● ●
ローソン河内長野三日市店 三日市町186-8 63-5482 ● ●
日の出屋酒店 南花台4丁目14-4 63-9520 ●
ライスショップこばやし 大矢船中町3-6 64-8130 ●
JA大阪南加賀田支店 加賀田569-1 64-1212 ●
藤井商店 北青葉台31-22 65-0603 ●
ノムラクリーニング前田ショップ 南青葉台18-17 64-0603 ●
上岩瀬農産物加工組合 岩瀬1358-5 21-1049 ●
行者湧水直売所 石見川8-2 60-5551 ● ●

※市役所でも販売しています。　　　　　　　　　　　�環境衛生課

12 月の一斉改選により、厚生労働大臣から次の 166 人が委嘱されました。
民生委員・児童委員は、法律に基づき、高齢者や児童・心身障がい者などの日常生活に
関する相談を受け、行政や専門機関とつなぐための情報提供や助言・援助を行っています。

あなたのまちの
民生委員・児童委員に
ご相談ください

� 高齢福祉課
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安
全
安
心

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

重
大
な
消
防
法
令
違
反
を
公
表

　
４
月
か
ら
、
飲
食
店
、
物
品
販

売
店
舗
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物
や

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
避
難

が
困
難
な
人
が
利
用
す
る
建
物
で
、

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
ま
た
は
自
動
火
災
報
知

設
備
が
未
設
置
と
い
っ
た
重
大
な

消
防
法
令
違
反
に

関
す
る
情
報
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

新
春
恒
例

消
防
出
初
式
開
催

　
消
防
職
員
・
消
防
団
員
約
３
０

０
人
、
消
防
車
両
23
台
が
参
加
し
、

分
列
行
進
、
一
斉
放
水
、
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
の
は
し
ご
乗
り
を
披
露
し

ま
す
。
ま
た
、
は
し
ご
車
・
レ
ス

キ
ュ
ー
車
な
ど
の
消
防
車
両
を
近

く
で
見
学
で
き
ま
す
。

と
き　
１
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場

※
雨
天
時
は
会
場
や
内
容
が
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
電
話
（
☎
53
・

９
９
３
３
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
消
防
総
務
課（

☎
53
・
０
０
６
6
）

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

❶
普
通
救
命
講
習

　
突
然
起
こ
り
う
る
心
臓
突
然
死

か
ら
、
大
切
な
人
を
救
え
る
よ
う

基
本
的
な
心
肺
蘇
生
法
の
知
識
・

技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

と
き　
２
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
消
防
署
本
署

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
６
日
～
２
月
８
日
に

電
話
で
消
防
署
へ

❷
上
級
救
命
講
習

　
普
通
救
命
講
習
に
加
え
て
、
小

児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

や
骨
折
、
や
け
ど
な
ど
の
外
傷
の

手
当
、傷
病
者
の
搬
送
法
な
ど
、よ

り
幅
広
い
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

と
き　
１
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分　

と
こ
ろ　
消
防
署
本
署　

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
６
日
～
25
日
に
電
話

で
左
記
へ

※
い
ず
れ
も
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

が
け
地
近
接
危
険
住
宅
の

移
転
助
成

　
が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
区
域
の
住
宅
に
つ
い
て
、
居

住
者
の
移
転
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　
府
が
指
定
し
た
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る
以

前
に
同
区
域
内
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

限
度
額　
①
危
険
住
宅
の
除
却
な

ど
に
要
す
る
経
費
＝
１
戸
97
・
５

万
円
、
②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住

宅
の
建
設
に
要
す
る
経
費
＝
１
戸

４
２
１
万
円
（
建
物
３
２
５
万
円
、

土
地
96
万
円
）

※
②
は
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
の
利
子
に
相
当
す

る
額
を
対
象
と
し
ま
す
。
詳
細
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
公
園
河
川
課

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
閲
覧

　
府
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
土
地
の
地
形
や
地
質
、
土

地
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

●
区
域
指
定
箇
所
の
閲
覧
は

と
こ
ろ　
市
役
所
ま
た
は
府
富
田

林
土
木
事
務
所

※
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

�
公
園
河
川
課
ま
た
は
府
富
田
林

土
木
事
務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

健　

康

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
相
談

●
糖
尿
病
予
防
相
談
（
予
約
制
）

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А

１
ｃ
値
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
．

９
％
未
満
）
で
病
院
な
ど
で
ま
だ

治
療
を
受
け
て
い
な
い
市
民

と
き　
１
月
21
日
㈫
、
２
月
18
日

㈫
▽
い
ず
れ
も
午
後
１
時
10
分
～

４
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

ア
ス
マ
イ
ル
で
明
日
を
笑
顔
に

　
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

計
画
を
立
て
て
日
々
努
力
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
に
健
康
づ
く
り
を
加
え

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
毎
日
５
千
歩
を

歩
く
こ
と
や
30
分
間
走
る
こ

と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
摂
る
こ
と
な
ど
。

た
だ
し
、
計
画
を
立
て
る
以

上
に
、
有
言
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
そ
こ
で
、
12
月
に
は
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
も
流
れ
て
い
た
府
が

提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

無
料
ア
プ
リ「
ア
ス
マ
イ
ル
」

の
活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

歩
数
計
機
能
を
使
え
ば
、

毎
日
の
歩
数
が
ア
プ
リ
に
自

動
的
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
体
重
や
血
圧
な
ど
の
入

力
や
様
々
な
健
康
づ
く
り
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
一
定
数

に
達
す
る
と
毎
週
・
毎
月
の

抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
私
の
場
合
は
一
日
平
均
で

約
７
千
歩
。
現
在
、
市
内
で

登
録
し
て
い
る
約
７
０
０
人

の
う
ち
１
８
１
位
で
す
。
周

り
に
は
３
千
円
分
の
電
子
マ

ネ
ー
が
当
選
し
た
人
も
い
ま

す
が
、
私
は
ま
だ
20
回
以
上

は
ず
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
毎
日
を
健
幸
（
健
や
か

で
幸
せ
）に
過
ご
せ
る
よ
う
、

府
と
も
協
議
し
、
ア
ス
マ
イ

ル
に
本
市
独
自
の
上
乗
せ
ポ

イ
ン
ト
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
健
康
第
一
で
す
！

河
内
長
野
市
長
　
島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

●
理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談

　
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象　
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
市

民
（
利
用
は
原
則
１
人
１
回
）

と
き　
１
月
24
日
㈮
、
３
月
27
日

㈮
▽
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～

11
時
50
分
（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

●
た
ば
こ
相
談

対
象　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　
１
月
27
日
㈪
、
２
月
17
日

㈪
、
３
月
23
日
㈪
▽
い
ず
れ
も
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
禁
煙
に
む
け
て
の
相
談

 

申
込　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

食
生
活
改
善
推
進
員
と

一
緒
に
作
る
料
理
教
室

●
簡
単
お
や
つ
で
カ
ル
シ
ウ
ム
ア

ッ
プ
！
～
豆
腐
団
子
の
み
た
ら
し

プ
リ
ン
な
ど
３
品
を
作
り
ま
す
～

と
き　
２
月
４
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
５
０
円

申
込　
１
月
８
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

府
民
の
健
康
ア
プ
リ

「
ア
ス
マ
イ
ル
」
に
登
録
を

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

　
ア
プ
リ
の
本
登
録
（
本
人
確
認

が
必
要
）
が
完
了
し
た
府
民
の
う

ち
、
先
着
３
万
３
３
３
３
名
に
、

Ｑク

オ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
ｐペ

イ
ａ
ｙ
３
０
０
円

分
を
進
呈
し
ま
す
。

※
先
着
人
数
に
達
し
次
第
終
了
。

�
お
お
さ
か
健
活
マ
イ
レ
ー
ジ（
ア

ス
マ
イ
ル
）
事
務
局

（
☎
06
・
６
１
３
１

・
５
８
０
４
）

携帯型デジタル簡易無線機が
寄贈されました

11 月 15 日、株式会社セルビスから災害時
に使用する携帯型デジタル簡易無線機が寄
贈されました。今後は、迅速な災害対応を可
能にするツールとして使用します。

対象　20 歳～ 50 歳くらい
とき　1 月 19 日㈰午前 9 時～正午
▷小雨決行
コース　河内長野駅前バスロータ
リー（南海バス時刻表の前）に集合
～高野街道～石仏～惣代の棚田～大
地の里友

ゆ う

邦
ほ う

・千早口駅（約 8 ㌔）
申込　開催日の前日までにＬＩＮＥ

（@145nqpqq で ID 検索）に住所、
氏名、電話番号を送信
※ゴールで地元の野菜や
惣菜などの販売あり。
�天見地域まちづくり協
議会の原さん（☎ 68-8023）

相 

談

子
育
て

協
働

障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ

保
険
年
金

税
金・教
育

事
業
所

募 

集

安
全
安
心

健
康

就
労

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

暮
ら
し

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

人
権

高
齢
者
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フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
個

人
同
士
が
物
品
を
売
買
す
る

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

シ
ニ
ア
層
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。終
活
ブ
ー
ム
の
中「
生

前
整
理
が
で
き
る
」
と
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
苦
情
や

ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま

す
。
ま
た
未
成
年
者
が
年
齢

確
認
の
必
要
な
商
品
を
購
入

で
き
る
こ
と
も
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が

【
事
例
１
】
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で

購
入
し
た
時
計
が
偽
物
だ
っ

た
が
、
出
品
者
が
返
品
に
応

じ
な
い
。

【
事
例
２
】
出
品
・
発
送
し
た

ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
購
入
者

に
偽
物
と
言
わ
れ
商
品
代
金

が
支
払
わ
れ
な
い
。

【
事
例
３
】
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で

カ
メ
ラ
を
出
品
し
発
送
し
た

が
、
購
入
者
か
ら
商
品
が
届

か
な
い
と
苦
情
を
受
け
た
。

【
事
例
４
】高
校
生
の
息
子
が

フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
加
熱
式
タ

バ
コ
機
器
を
購
入
し
て
い
た
。

●
利
用
す
る
際
は

　
利
用
規
約
を
よ
く
読
み
、

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
禁
止

行
為
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
ま
ず
当
事
者
間
で
十
分

に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ト

ラ
ブ
ル
が
解
決
し
な
い
場
合

に
は
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
運
営

事
業
者
に
事
情
を
伝
え
、
調

査
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 [コラム]  

消費生活相談員
コラム

消費生活
ウォッチング
商品やサービスの相談は
TEL 56-0700

保
険
年
金

特
定
健
康
診
査
の
集
団
健
診（
無
料
）

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

血
液
検
査
や
尿
検
査
、
心
電
図
検

査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
（
今
年
度
中
に

40
歳
に
な
る
人
を
含
む
）
～
74
歳

※
今
年
度
に
特
定
健
康
診
査
や
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
や
、
受

診
す
る
予
定
の
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

と
き　
①
１
月
27
日
㈪
、
②
３
月

４
日
㈬

※
受
付
時
間
は
受
診
内
容
に
よ
り

個
別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
80
人(

先
着
順
）

申
込　
保
険
証
と
特
定
健
康
診
査

受
診
券
を
用
意
し
て
電
話
で
保
険

年
金
課
へ

※
特
定
健
康
診
査
と
が
ん
検
診

（
有
料
）を
セ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場

合
は
①
１
月
10
日
、
②
２
月
12
日

ま
で
に
保
険
年
金
課
へ
。

※
が
ん
検
診
の
み
を
申
し
込
む
場

合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
０

３
０
１
）
へ
。

�
保
険
年
金
課

国
民
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
を
送
付

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な

ど
の
う
ち
、
老
齢
・
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
（
老
齢
基
礎
年

金
・
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受

け
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
、「
令
和

元
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
１
月
末
ご
ろ
に
日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
際
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
非
課
税
所
得
の
た
め
、
源
泉
徴

収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
日
本
年
金
機
構
天
王
寺
年
金
事

務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５

３
１
）

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
開
設

●
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　
１
月
26
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

※
午
後
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出

や
保
険
料
の
納
付
、納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

税　

金

市
税
の
お
知
ら
せ

～
１
月
31
日
が
期
限
で
す
～

●
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　
給
与
支
払
者
が
市
町
村
へ
提
出

す
る
令
和
２
年
度（
令
和
元
年
分
）

の
給
与
支
払
報
告
書
と
総
括
表
の

提
出
期
限
は
、
１
月
31
日
㈮
で
す
。

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
退
職
者

の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
も
併

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。用
紙
は
、給

与
支
払
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

届
か
な
い
、
用
紙
が
足
り
な
い
場

合
は
、
税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
市
・
府
民
税
第
４
期
分
は
１
月

31
日
ま
で
に

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
夜

間
・
休
日
で
も
取
り
扱
う
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額
30
万

円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、
安

心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
の
申
告
を

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
の
た
め
の
資
産
（
機
械
、
装

置
、
工
具
、
設
備
な
ど
）
で
、
税

務
会
計
上
、
減
価
償
却
の
対
象
と

な
る
資
産
で
す
。
こ
の
よ
う
な
償

却
資
産
を
市
内
に
所
有
す
る
事
業

者
に
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
の
所
在
地
や
種
類
、数
量
、取

得
時
期
な
ど
の
申
告
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
所
有
者
は
１
月

31
日
㈮
ま
で
に
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
▽
控
え
が

必
要
な
場
合
は
返
信
用
封
筒
・
切

手
と
申
告
書
・
明
細
書
の
コ
ピ
ー

の
同
封
を
）。

※
対
象
と
な
る
資
産
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
入
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
を
▽
申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

�
税
務
課

富
田
林
税
務
署
で
の
確
定
申
告
は

●
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
な
ど

　
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
分
の

確
定
申
告
は
２
月
17
日
㈪
か
ら
受

付
を
開
始
し
ま
す
。
所
得
税
・
復

興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
は
３
月

16
日
㈪
ま
で
に
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
・
地
方
消
費
税
は
３
月
31

日
㈫
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
申
告
と

納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
な
ど
の
還
付
申
告
書
は
１
月
か

ら
提
出
で
き
ま
す
。

●
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田
林
市
）

に
申
告
会
場
を
開
設

期
間　
２
月
17
日
㈪
～
３
月
16
日

㈪
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
▽
２
月
24
日
㉁

と
３
月
１
日
㈰
は
開
設
）

※
開
設
中
、
税
務
署
に
は
申
告
会

場
を
設
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は

　
領
収
書
を
提
出
す
る
代
わ
り
に
、

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
は
自
宅
か
ら
提
出
で
き

ま
す

　

申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
で
き
ま
す
。
給
与

所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
所
得
者

向
け
の
作
成
画
面
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
で
も
操
作
が
し
や

す
い
画
面
で
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
意
す
れ
ば
、e-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出（
送
信
）

で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
税
務

署
で
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を

発
行
す
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
を
お
持
ち
で
な
い
人
で
も
、
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
申
告
書
を
作
成
し
、
提

出
で
き
ま
す
。

　
e-

Ｔ
ａ
ｘ
以
外
の
方
法
で
申

告
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
税
務

署
窓
口
へ
直
接
持
参
す
る
か
、
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
２
月
16

日
以
前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

※
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
の
発

行
は
随
時
、
全
国
の
税
務
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
上
、
税
務
署
の
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
富
田
林
税
務
署

　
　
　
　
　
（
☎
24
・
３
２
８
１
）

教　

育

就
学
・
入
学
通
知
を
発
送
し
ま
す

対
象　
今
年
４
月
に
小
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
・
生
徒(

小
学
校

＝
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26

年
４
月
１
日
、
中
学
校
＝
平
成
19

年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１

日
生
ま
れ) 

の
保
護
者

※
１
月
中
に
届
か
な
い
場
合
は
連

絡
を
。

�
教
育
指
導
課

　今年度は南河内地域の中学
校 35 校から 3428 点の応募
があり、本市からは 11 人が入
選しました。主な入賞者は次
のとおりです。
●河内長野市市長賞
山本幸

こ

来
こ

さん（東中３年）
●同市教育長賞
梶川潤

う る

葉
は

さん（千代田中３年）
�税務課

　

　河内長野ロータリークラブ
と市教育委員会との共催によ
るコンクールに、自然の豊か
さ、地域の人の温かさなどを
表現した作品の応募があり、
小学生の川柳６点、中学生の
作文４点が入賞しました。主
な入賞者は次のとおりです。
●最優秀作品賞
川柳　
竹
た け

ケ
が

鼻
は な

希
の

亜
あ

さん ( 楠小６年 )
「滝畑の 水を求めて ホタル舞う」
作文　
柴田ふうかさん ( 西中 1 年 )

「まち全体がミュージアム」
※ 最 優 秀 作 品 賞 は 市 ホ ー ム
ページで公開しています。
�教育指導課

　本紙 12 月号 13 ページに掲
載した「青少年健全育成標語」
の記事の中で、優秀賞の氏名に
下記のとおり誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。

（誤）山口貴文さん　 
（正）山

や ま

口
ぐ ち

貴
た か

史
ふ み

さん
�地域教育推進課

お詫びと訂正

相 

談

子
育
て

協
働

障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ

保
険
年
金

税
金・教
育

事
業
所

募 

集

安
全
安
心

健
康

就
労

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

暮
ら
し

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

人
権

高
齢
者
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キックスで日本遺産シンポジウムが開催さ
れました。観心寺長老の永島龍

りゅう

弘
こ う

さん、金
剛寺座主の堀智

ち

真
し ん

さん、観心寺住職の永島
全
ぜ ん

教
きょう

さんが日本遺産をテーマにそれぞれ講演し、「日
本遺産をいかして河内長野市を盛り上げていけたら」
と力強く語りかけました。参加者のひとりは「観光
客がたくさん集まり、地域がひとつになる起爆剤に
なれば」と話していました。

15 日、紅葉が美しい観心寺と延命寺で、川上
小学校の児童が文化財解説を行いました。手
作りの紙人形劇でクイズを披露したり、写真

を見せながらわかりやすく解説していました（上写真）。
　25 日、落葉間近の天野山金剛寺で、天野小学校の
児童が寸劇なども取り入れ、各グループが工夫を凝ら
して解説していました（下写真）。来場者からは「すご
く勉強したんだね」「わかりやすかったよ」などの声が
聞かれ、温かい拍手が送られていました。

キックスで国際交流協会による多文化共生イ
ベントが開催されました。イギリス、オースト
ラリア、韓国、中国、インドネシア、ペルーなど

様々な国の音楽や民族衣装などが紹介され、フード・
スイーツの出店もあり、来場者はインターナショナルな
雰囲気を楽しんでいました。同協会の事務局長は「様々
な世代が多文化の風を感じてくれたことで将来のまち
づくりにもつながるのでは」と笑顔で話していました。

日本遺産を活用して盛り上がろう
日本遺産シンポジウム

わがまちの歴史、文化財を誇りにして
子ども文化財解説

たくさんの国と人がここでつながる
World Potluck 世界ごった煮

晴天に恵まれたこの日、市役所で河内長野市商工祭 One Love 
FESTA が開催され、市内の商工業者が勢ぞろいし、各事業所の
魅力をアピールしました。また手作り品や飲食物の販売のほか、
ステージではダンスやキャラクターショーなどが行われ、多くの
来場者で賑わいました。主催した商工会青年部のメンバーは「参
加事業者がそれぞれに工夫を凝らしてくれたおかげで、多くの親
子連れにも好評で良かった」と手ごたえを感じていました。

キックスで青少年音楽フェスティバルが開催されました。
市内の中学生や高校生を含む 11 グループ 51 人の青少年
たちがポップスや和太鼓を演奏、青少年指導員も参加し
会場は大いに盛り上がりました。また、参加者の一人は

「将来は音楽の道に進んでみんなに聞いてもらえるような
アーティストになりたい」と夢を語っていました。

市内商工業者が魅力をアピール
河内長野市商工祭 One Love FESTA

熱い気持ちを歌と演奏で表現
青少年音楽フェスティバル

11
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